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駆除に

アレチウリは長いもので 10 ｍ以上に生育し、在来植物や高木を覆いつくすなど、動植物の生態系に
悪影響を与える特定外来生物です。果実がたくさん実るため、市内各地に急速に分布を広げています。
これ以上の繁殖拡大を防ぐため、駆除にご協力をお願いします。

問問環境課 471･2491　672・3176 58476ID

マイマイガは約 10 年周期で大発生し、３年程度大発生が続く傾向があります。昨年から、市内で卵
塊が多数確認されており、大発生の兆候が見られます。マイマイガの幼虫は基本的にどんな植物でも食
べてしまうので、放置すると庭木や生垣、農作物などが食い荒らされてしまう恐れがあります。
成熟した幼虫や成虫には効果的な駆除方法がありませんが、幼虫が小さいうちは市販の殺虫剤でも効

果があります。早期の駆除にご協力をお願いします。
問環境課471･2491　672・3176 64481ID

アレチウリ等一斉駆除
▷第１回　６月 27 日（日）
▷第２回　７月 25 日（日）
▷第３回　８月 22 日（日）

いずれも午前７時 30 分～９時
※お住まいの区によって日時や回数が変更と

なる場合があります。詳細は各区の年間行
事などでご確認ください。

※特定外来生物のオオキンケイギク、オオカ
ワヂシャ、オオハンゴンソウ（下記参照。
詳細は市Ｈ

ホームページ
Ｐ）も駆除対象とします。

キュウリに似た双葉で芽生
えます。５㎝から 10㎝程
度になり、五角形の本葉を
つけます。

付け根がくぼんだハートの
ような五角形の大きな葉、
巻きひげが特徴です。
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駆除のポイント
なるべく小さいうちに、年数回・数年間駆除する
　芽生え直後が最も抜きやすく、効率的です。５月から 10 月
まで芽生えが続くため、こまめに駆除することが重要です。土
壌に種を蓄積するため、一度駆除しても翌年以降も発芽します。
数年間、発芽が見られなくなるまで、継続的に駆除をお願いし
ます。

花が咲く前に駆除する
　１株あたり 400 個以上の種を付け、発芽率は約７割といわ
れています。種を付けた後の駆除は、種をばらまくことになり
逆効果です。花が咲く前に駆除しましょう。駆除した後は密閉
して枯れさせてから、「もえるごみ」に出してください。

面積が広い場合は刈り取りも有効
　手で抜き取ることが最も確実ですが、人手と時間がかかりま
す。根からは発芽しないので、地上部の刈り取りでも効果があ
ります。
※環境保全の観点から、除草剤はなるべく使わないようにお願

いします。

外来種予防３原則
①入れない…悪影響を及ぼす恐れのある外来種を自

然分布域から非分布域へ「入れない」

②捨てない…飼養・栽培している外来種を適切に管
理し「捨てない」

③拡げない…すでに野外にいる外来種を他地域に
「拡げない」

ご協力ください

　直接触れたり、りん粉が肌につくことでかぶれや発疹の原因となります。駆除を行う際は、
マスク・ゴーグル・手袋・長袖の衣類を着用し露出を少なくしましょう。
●ふ化したばかりの幼虫には毒毛があり、触れるとかぶれることがあります。
●成長した幼虫には毒毛はありませんが、毛が刺さることがあります。
●成虫には毒はないものの、りん粉が肌につくと発疹が出ることがあります。

直接触れず、露出の少ない服装で

定期的な木のせん定で葉を減らし、卵を産み付ける場所を極力減らしましょう。また、
葉に隠れる部分を減らすことで卵が鳥に食べられる可能性も高くなり、大発生を予防
することにつながります。

木のせん定で来年の大発生を防ぎましょう

●幼虫が小さいうちは、市販の殺虫剤や農薬でも効果があります。農薬を散布する場合は
散布方法に注意し、周囲の環境に影響のないように使用してください。

●成虫は蛍光灯や水銀灯など、紫外線が多い光に集まる習性があります。特に屋外でその
ような光源を使用している場合は、支障のない範囲での消灯や紫外線量が少ないＬＥＤ
灯などへの交換が有効です。消灯する場合は防犯面に十分注意してください。

駆除する時は周囲への配慮を

問い合わせ
ご自宅や個人の土地などの害虫駆除は、ご自身の責任で適正に処理をお願いします。公共施設や所有者が分から

ない土地や空き家、空き地などの場合は環境課へご連絡ください。

自宅・個人の土地など

空き家・空き地など

公共施設など

衛生害虫駆除業者もしくは造園業者（電話帳などでご確認ください）　

環境課空家対策室　471・2011　672・3176　

環境課環境保全係　471・2491　672・3176　

アレチウリ マイマイガ


